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募金・助成金 （あいうえお順）

募金
・ＮＰＯ法人ポラン広場東京「ポラン基金」
・自然派くらぶ生協「子ども応援募金」
・東都生協「未来につなぐ募金」

助成金
・教職員生涯福祉財団地域社会活動支援奨励金
・公益信託オラクル有志の会ボランティア基金
・生協パルシステム東京市民活動助成基金

ご協力先一覧

八王子市内外の多くの個人の皆さま

企業から
・(株)スーパーアルプス
・全国フードバンク推進協議会を通してー

(株)ロッテ (株)ローソン
マルコメ(株) モランボン(株)

・(有)富士見堂

フードドライブ＆えがおボックス
・(株)ダイエー
・コープみらい地域クラブ「えがおのおすそわけ」
・自然派くらぶ生協（宅配時）
・聖パウロ学園高等学校
・東都生協八王子センター（宅配時）
・日本聖公会八王子復活教会
・(有)生活舎（宅配時）
・おうちCafé樹と葉っぱ (株)樹と葉っぱ
・川口東部会館（川口町東部町会）
・CUORE・堀之内（NPO法人エンツリー）
・SAP北野店・SAP北野ANNEX店（サンキョー株式会社）
・社会福祉法人いきいき福祉会
・地球の木 (有)生活舎
・東和プリント工業(株)
・八王子市民放射能測定室ハカルワカル広場
・八王子学園八王子中学校・高等学校

広報協力
・八王子食堂ネットワーク

1. 募金・助成金・ご協力先一覧

本プロジェクトは、多くの団体・企業・個人の皆さまのご支援により実現
することができました。こころより感謝申し上げます。



2. 子どもの貧困をみつめて

子どもの貧困問題は「えがお」の出発点
えがおは「子どもの貧困」についての学習から生まれたフードバンクです。

子どもの貧困とは、子どもが暮らす世帯の貧困を言いますが、日本の子どもの相
対的貧困率は13.9％、７人に１人が貧困状態で、世界の先進国の中でも高い貧困
率と言われています。相対的貧困とは、「その時々やその地域での一般的な家庭
の暮らしに比べて貧しい生活状況」にあることを言い、国民の年間所得の中央値
の半分（約122万円/平成27年度）に満たない所得水準の世帯を指します。とく
にひとり親家庭の貧困率は、50.8％となっています。

母子のひとり親家庭では、正規雇用44％

34％のひとり親世帯で食費が足りなかった経験を・・・
国は、2019年11月に「子供の貧困対策に関する大綱」を発表しました。それ

によるとひとり親家庭の親の正規雇用の割合は、母子家庭44.4 ％、父子家庭で
69.4%にとどまっていることが明らかになり、過去１年間に食料が買えなかった
経験をしたひとり親世帯は34.9％、衣服を買えなかったひとり親世帯は39.7％
でした。また電気・ガス・水道料金の未払い経験については、ガス料金を例に
とると、ひとり親世帯の17.2％で未払い
の経験がありました。

右図は世帯別稼働（就労）所得です。
平成27年度の児童のいる世帯の年間
稼働所得の平均が687万円に対し、父
子世帯の就労収入は392万円、母子世
帯214万円でした。さらに非正規雇用
の世帯では父子世帯190万円、母子世
帯133万円とひとり親世帯のなかでも、
とくに非正規雇用の世帯の就労収入の
低さが顕著です。

所得の低さは、食や物質にめぐまれ
ないだけでなく、スポーツ、遊びなど
さまざまな体験の機会を奪います。塾
に通えなかったり、部活動や修学旅行
を断念したりすることにより夢や希望、
学習意欲を失ったり、学力低下、学歴
格差を生みだすことにもつながります。
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※  児童のいる世帯 『平成29年国民基礎調査』より
平成27年度稼働所得
父子世帯・母子世帯 『平成28年ひとり親世帯等
調査結果報告書』より 27年度年間就労収入

（ともに厚生労働省）



八王子では？
八王子市でも2017年（平成29年）に「子どもの生活実態調査」が実施され

ました。そこでも国と同様、ひとり親世帯に生活困難層の多いことがわかりま
した。また八王子市に特徴的なこととして、両親揃っていても子どもが４人以
上いる（多子）世帯が生活の困難を抱えており、子どもの数が多くなるほど生
活困窮層、周辺層の割合が高くなっています。

貧困による大きな栄養格差 子どもの健康と将来にも影響
新潟県立大学の村山伸子教授（栄養学）の研究グループが、東日本４県19校

の小学5年生を対象におこなった調査結果から、親の所得が子どもの栄養摂取に
大きな格差を生じさせていることが
明らかになりました。

調査は平日２日間、休日２日間の合計
４日間子どもの食事調査を実施し、家庭の
経済状況別に分類しました。

その結果学校給食がある日は、すべての
子どもが良好な栄養摂取状況であったのに
対し、給食がない日には低所得世帯の子ど
もの食事の摂取量そのものと、たんぱく質
や鉄分などの栄養素や、野菜、魚介類等の
摂取量も少なく大きな栄養格差が生じてい
ることがわかりました。国が定めた栄養基
準に基づいて管理されている学校給食は、
特に低所得世帯の子どもたちの育ちに大き
な役割を果たしているといえます。

土日のたった二日間の給食の休みによって
さえ栄養格差が生じているという調査結果から、夏や冬の⾧期休暇期間には、
家庭の所得状況からもたらされる子どもの発育や健康上の問題が懸念されます。

「えがお子ども応援プロジェクト」は、夏冬の⾧期休暇中に食品を送ること
により、子育て世帯を応援しようと企画しました。八王子市内の「就学援助*」
制度を利用している世帯、または「児童扶養手当**」を受けている世帯のうち、
応援が必要で食品を希望するご家庭を優先して募りました。

*「就学援助」：生活保護基準の1.25倍まで（八王子市の場合）の所得の世帯を援助する
もので平成29年度で約6700人（16.6％）の小中学生が利用しています。

**「児童扶養手当」：ひとり親世帯あるいはそれに準ずる世帯への手当で、 八王子市の
場合、受給世帯は平成26年度で約4300世帯です。
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3.  えがお子ども応援プロジェクト2019概要
「フードバンク八王子えがお」は、とくに子育て世帯へ食の援助をおこない

たいと願ってきました。2018年度は無料学習塾「八王子つばめ塾」の塾生世帯
に呼びかけて、希望されるご家庭に夏休みと冬休みの期間中に食品をお送りす
るプロジェクトを実施しました。

また市内にあるもう一つのフードバンク「フードバンク八王子」と協働して
「八王子食堂ネットワーク」主催の「はちおうじっ子の冬休み応援プロジェク
ト」を実施し、77世帯に食品を送りました。この取り組みではクラウドファン
ディングという形で寄付を募り、資金を確保しました。

2019年度は、さらに活動を広げて八王子市全域の子育て世帯に呼びかけてい
けないだろうかと模索し、数々の団体に募金や食品のご寄付をお願いし、複数
の団体より助成金をいただき、実現に到りました。

主としてインターネットで募集、チラシを市民センター、子ども食堂、無料
学習塾、学童保育所、
児童館、子ども家庭
支援センターなどに
配布して申し込みを
募りました。

夏は71世帯、
冬には128世帯
の応募があり、
申し込みをされた
全世帯に食品を送る
ことができました。
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ひとり親
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23%

世帯の状況

夏 冬 合計

ひとり親 56 97 153

両親 15 31 46

合計 71 128 199

1) 応募世帯の状況

（世帯）
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・ プロジェクト 夏・冬の応募状況
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ひとり親世帯が77％を占めています。ひとり親世帯の家計の大変さが大き
な要因ですが、八王子市が発行しているひとり親家庭支援情報メールマガジ
ン「はち☆エール」（以下「はち☆エール」）でこのプロジェクトの募集記
事を掲載していただいていることが大きく影響しています。

夏に応募した71世帯のうち59世帯（83％）が冬にも申込みをされています。
夏のプロジェクトが好評だったことがうかがえます。

夏だけ
9%

冬だけ
49%

両方
42%

応募状況
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2) 地域別応募状況

地域ごとの応募数・割合は上図のとおりで、中央地域と西南部地域からの
応募が他地域に比べてやや多くなっていますが、各々の割合は14％～20％の
範囲内で、地域による差は大きくありません。市内全域からまんべんなく申
込みがあったことがわかります。

市外の２世帯については、昨年度のプロジェクト（無料学習塾生徒の家庭
対象）から継続して応援している多子世帯です。

西南部
20%

西部
14%

北部
16%

中央
18%

東南部
15%

東部
16%

市外
1%

市外 2

地域別応募数

39

28

32

36

30

3)  募集情報の入手先（このプロジェクトを何によって知りましたか？）

はち☆エール 35%

市民センターチラシ 4%

子ども食堂・ネットワーク 14%学童保育所・児童館 9%

無料学習塾 10%

ホームページ 5%

えがおからの紹介 16%

知人からの情報 6%
子ども家庭支援センター 1%

情報源
(217件)

八王子市の協力で「はち☆エール」にプロジェクト概要を掲載できたことで
「はち☆エール35％」と群を抜いて多くなっています。またこれまでにえがお
の食品支援を受けたことがある＆現在受けている世帯への呼びかけで「えがお
からの紹介16％」が2番目に多くなっています。次いで「子ども食堂や食堂
ネットワーク」からが14％と続いています。

えがお設立時からつながりのある「無料学習塾からの情報」が10％、「学童
保育所・児童館」が9％の順です。冬のときにのみ、53の学童保育所、10の児
童館にチラシを掲示・配布しました。ホームページや市民センターのチラシや
子ども家庭支援センターからの申込みは少ないという結果でした。
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理由
（複数回答） 夏 冬 計 割合

1.収入が少ない 66 117 183 79

2.失業 6 9 15 7

3.介護・病気 4 12 16 7

4.その他 2 15 17 7

合 計 78 153 231 100

8

4) プロジェクト応募理由

収入少ない
79%

失業
7%

介護・病気
7%

その他
7%

プロジェクト応募理由

(複数回答）

応募理由は複数回答、全１９９世帯の
うち１８３世帯が「収入が少なくて家計
が苦しい」と回答しています。失業や病
気などの理由のほか「子どもが不登校で
平日もずっと家庭におり、食費がかかる」「親も資格取得のため通学中で、
働く時間が少なく収入も少ない」「離婚調停中で実質ひとり親家庭なのに、
まだいろいろな手当が受けられない」などの回答が寄せられました。

5) 受けている公的援助
今回は「就学援助」または「児童扶養

手当」を受けている世帯優先として募集
しました。応募世帯のほとんどがその条
件に該当していましたが、いずれにも該
当しない世帯もありました。その場合も
理由を記入していただいています。「両
親２人で働いていて、子ども６人、今ま
で困っていなかったが、夫が病気になり、
これまでのような収入が得られなくなっ
た」「離婚調停中」「父親が突然出てい
き、生活費を入れない」など、大変な状
況が伝わってきました。これらの理由を
考慮して就学援助・児童扶養手当のどち
らかを受けていなくても応援対象世帯と
しました。

就学援助＋

児童扶養・

育成手当
59%

就学援助
16%

児童扶養・

育成手当
14%

児童手当のみ
8%

生活保護
3%

受けている公的援助



4.  えがお夏の子ども応援プロジェクト
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えがお夏の子ども応援プロジェクトの募集期間は、6月10日から27日まで
でした。どの位の応募数になるか想定もつかない中で、「えがおボックス」
やフードドライブでの提供食品と、地元の企業や全国フードバンク推進協議
会を通じての提供食品を保存して用意しました。また自然派くらぶ生協の
「子ども応援募金」、東都生協の「未来につなぐ募金」で、子どもたちがす
ぐ食べられる栄養豊富な食品を購入しました。

夏休みの探求活動でえがおに来てくださった日野台高等学校の生徒さんに
は、即席みそ汁やお菓子の袋詰め作業に協力していただきました。

宅配便の箱詰め作業は7月28日(日)の暑い1日、おおぜいの方の協力を得
ておこないました。会員、ボランティアの方々に加え、聖パウロ学園高等
学校の生徒のみなさんにも手伝っていただきました。



5. えがお冬の子ども応援プロジェクト
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えがお冬の子ども応援プロジェクトでは、自然派くらぶ生協、東都生協の
募金に加え、NPO法人ポラン広場東京「ポラン基金」からの募金と３つの助
成金を受けて、安全・安心・良質な食品を選定することができました。

当初100世帯を想定して準備を進めましたが、締め切り直前に大幅に想定
数を超えたため、急遽世帯人数ごとに食品の割り振りを工夫したり、倉庫に
入りきらない食品の保管を他に依頼したりしました。

宅配便の箱詰めは、12月22日(日)に「喫茶室わいわいサロン」をお借りし
て多数の会員で作業しました。

夏のひまわり、そして冬のクリスマスカードは「もとはち東ふれあい食堂」
の野田様に作成していただきました。「心あたたまりました」「作り方を知り
たい」などの声があり、大変好評でした。



６. 主な食品

11

主な食品と一口メモを下記の通りつけました。
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夏は「子どもが一人でもすぐに食べられる食品を」という視点から食品
を選びました。それらの食品の中で缶詰や瓶詰については、野菜などを加
えて簡単な調理ができるようにレシピをつけました。防災食のパンの缶詰
については、食べ方のコツのメモも添えました。

冬は「クリスマス菓子や餅を含めた家計応援の食品を」という視点から
食品を選びました。子どもたちに不足がちなビタミン、ミネラルを摂るた
めの参考資料を加えました。

7.  レシピや食品の知識など



8.  えがお冬の子ども応援プロジェクト2019 アンケートより
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１)  入っていてよかった食品

冬のプロジェクトでは、ふだん
市民の方々や協力団体から寄贈して
いただいた食品に加え、募金や助成
金で無添加の優良な食品を購入しま
した。これら購入した食品について
「入っていて良かった食品」をたず
ねました。

「すべて良かった」という回答も
多くあり、また有機米や減農薬果物、
食品添加物を含まない食品を選んで
いることに気づいて「ありがたい」
という感想も複数ありました。

記述回答のなかで「大人のほっと
タイム用飲み物」「クリスマス用菓子」の回答もありました。今回の菓子は
どれも良質なものでしたが「お菓子は子どもにあまりなじみのないもの（種
類・メーカー）だったので、子どもが食べませんでした」という回答が１件
だけありました。

冬の子ども応援プロジェクトについてアンケート結果をまとめました。
夏のプロジェクトのアンケートは自由記述でしたので、アンケートはがきの
ページを参照してください。

2) 入れてほしかった食品
冬のプロジェクトでは家計応援の視点で食品を選んだので、すぐ食べられ

る食品を入れるゆとりがありませんでした。そのためもあってか下記のよう
な食品が要望として出ていました。

【要望が複数あった食品 】
・スープ・即席スープ ・パスタソース ・非常食
・カップ麺・即席めん ・お茶ティーバッグ
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「なかなか購入できない食品」
として、果物類54％、肉類、魚
類が48％と約半数の世帯が回答
しています。

右記食品以外に「無添加食
品」や「オーガニック食品」、
「菓子パン」なども挙げられて
いました。

また米やしょうゆ、油など必
需品と思われる食品の記入もあ
りました。

3

6

16

19

24

48

48

54

0 20 40 60

卵

大豆製品

野菜類

菓子

海藻類

魚類

肉類

果物類

（％）

なかなか購入できない食品

3)  なかなか購入できない食品

4)  夏・冬のアンケートはがきから （抜粋）
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9.  おわりに

18

「えがお夏の子ども応援プロジェクト2019」の募集を発表した6月1日時点
では、応募数の想定を100世帯としながらも予想が全く立たず、資金面の見
通しも十分ではありませんでした。2018年度の経験を踏まえて食品の準備
を行いながら平行して支援先を探る無謀ともいえる状況でした。

本プロジェクトの一番の特徴は、子どもたちにより良い食品を届けたいと
いう強い願いです。そのため良質な食品を提供してくださる団体との協同を
大切にしてきました。こうした協同が冬には更に増えて、今後の子ども応援
プロジェクトの核になっていくことは間違いありません。同時に全国フード
バンク推進協議会を通して提供していただいている企業からの食品も大きな
柱となっています。

食品面の見通しについてはある程度目途が立ったものの、今後も継続して
いくためには、プロジェクト遂行に欠かせない宅配便費用等を確保すること
が、大きな課題といえます。また事務所兼倉庫は平常時でも大変狭く、プロ
ジェクトで購入した食品を置くスペースにも苦慮する状態で、食品倉庫の確
保がもう一つの課題でもあります。

そしてこのプロジェクトの取り組みの中で、支援してくださる個人や団体
並びに地域福祉推進拠点の方々、八王子市の関係部署の方々、「八王子食堂
ネットワーク」に加盟する団体の方々との交流が深まったことも、大きな収
穫でした。この交流を大切にし、さらに深めて今後の活動に繋げていくこと
ができればと思います。

応募された方々のアンケートには、食品が届いたことだけでなく、カード
やメッセージなどで、このプロジェクトが多くの団体や人々に応援されて成
り立っていること、いろいろな人が自分たちを見守っていることを感じられ
たことが嬉しかった、という感想が多くありました。またいつか支援する側
になりたいとの声もありました。こうした声に、わたしたちの方こそ励まさ
れ、今後もこのプロジェクトを続けていきたいと思いをあらたにしました。
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